
２液弱溶剤形
エポキシ樹脂系浸透性下塗材 キクスイ 浸透性プライマーＳＰ

「キクスイ 浸透性プライマーＳＰ」は溶剤形汎用下塗材として開発され
特に下地への浸透性に優れ、様々な仕上げ塗材に適応できます。

２液弱溶剤形エポキシシーラーであり、下地への浸透性に優れてい
ます。また旧塗膜を侵しにくく、改修にも最適です。

付着補強成分を配合しているため、下地との密着性に
優れています。

耐水性・耐アルカリ性に優れています。

・内外部壁面の新設塗装、改修用シーラー

・コンクリート、モルタル、フレキシブルボード、窯業系サイディングボード、ケイ酸カルシウ   
ム板、住宅用化粧スレート、スレート、ブロックなど

特　長

用　途

適用下地

白色
クリヤータイプ
２液形

優れた浸透性

キクスイ 浸透性プライマーSP

（注）①施工用具・条件は代表的なものです。
　　②間隔時間・所要量の値は標準的なものです。施工方法・器具・被塗物の形状、素地の状態、施工条件により各日多少の幅を生じることがあります。
　　③所要量の確認は塗見本との比較または単位体積当たりの使用量で確認してください。
　　④シーリング面の塗装は可塑剤による塗膜汚染、剥離、収縮割れが懸念されます。施工はシーリング材が完全に硬化した後に行ってください。
　　　可塑剤移行を低減出来るシーリング材の種類については営業所にお問い合わせください。
　　⑤化粧スレートの改修の際は、事前調査を行い、化粧スレートの着色層の劣化が無く、ガムテープによる付着評価にて、着色層の付着が
　　　ほとんど無いことを確認してください。

下塗り
主　材：12.5㎏
硬化剤： 2.5㎏
無希釈

刷毛
ウールローラー
エアレススプレー

１~2
3 ～ 168
（７日）
（23 ℃）

0.08～0.15 kg／㎡／回
75 ～ 187㎡／15kgセット

間隔時間（ｈｒ）塗回数施工用具・条件材　料 ・ 調　合工　程 所 要 量

下地調整
エフロレッセンス、ゴミ、砂塵、油脂分などの付着物をワイヤーブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウェス等で除去して下さい。
高圧洗浄等にて水洗いし、乾燥した清浄な面とします。

コストパフォーマンスの高い２液弱溶剤形汎用下塗材です。

本社　名古屋市中区錦2丁目19番25号 日本生命広小路ビル

溶剤形

[吸込みの多い下地]
0.15～0.34 kg／㎡／回
45 ～75㎡／15kgセット

優れた性能

経済性

優れた密着性

※適さない下地 (下記下地にはキクスイ ＳＰ パワーシーラーをご使用下さい。)

　・フッ素加工、低汚染処理、無機加工などの特殊処理がされた下地
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２液弱溶剤形
エポキシ樹脂系
浸透性下塗材

キクスイ 浸透性プライマーSP

主　材　ＮＥＴ　12.5kg／缶入
硬化剤　ＮＥＴ　   2.5㎏／缶入

２液形

クリヤータイプ

溶剤形

外部の下地で巣穴、段差などがある場合、セメント系下地調整塗材｢ＢＲ＃１５｣等で処理してください。

シーリング材の上に施工する場合、シーリング材の種類等により、汚染や密着不良を起こすことがあります。詳しくは弊社営業所までお問い合わせください。

材料は直射日光下及び０℃以下での保管は避けてください。

各種標準施工仕様に記載の所要量及び間隔時間を守って施工してください。

磁器タイル洗浄用の酸が表面に付着すると変色したり、溶解することがあります。磁器タイルの洗浄用の酸が塗装面に付着する可能性がある場合は、必ず塗装面のマスキングを行ってください。
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施工時は換気を十分行ってください。

希釈の必要な製品は指定の希釈材を使用し適切な量、適切な方法で均一に薄めてください。

軽量モルタル、ＡＬＣパネル、高断熱型窯業系サイディング及び発泡ウレタンなどに施工する場合は、蓄熱したり、水の影響や、下地の状態、塗装時の環境など条件により、塗膜の膨れ、はがれ

外部に施工の場合、彩度の高い色は退色、色むらが早期におこる場合があります。

製品の取り扱いについての一般的な注意事項の詳細はＳＤＳ(安全データシート，旧ＭＳＤＳ)を参照してください。
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注意点

溶剤形の製品を取り扱う場合は特に火気に注意し、消防法及び労働安全衛生法等を厳守してください。

施工場所の気温が５℃以下、湿度が８５％以上又は結露の発生が考えられる場合は、塗膜の乾燥過程で種々の欠陥を生ずることがありますので、施工を避けてください。

降雨、結露、降雪のおそれ、または強風のおそれがある場合は施工を避けてください。

被塗物の形状、膜厚や色目、塗回数、希釈率により、つやが異なって見える場合があります。また、刷毛・ローラー塗装時の塗継ぎ箇所で艶むらを生じやすい傾向にあります。試し塗りの上、

などが生じることがあります。

本施工してください。

安全データシート，旧ＭＳＤＳ

　１.下地がコンクリート、 モルタルの場合は素地の乾燥は十分に行い、水分１０％以下、ｐＨ１０以下で施工してください。

　２.外部の下地で巣穴、段差などがある場合、セメント系下地調整塗材「ＢＲ＃１５」等で処理してください。

　３.シーリング材の上に施工する場合、シーリング材の種類等により、汚染、密着不良、又は塗膜に割れが発生することがあります。詳しくは最寄りの弊社営業所等までお問い合わせください。

　４.材料は直射日光下又は０℃以下での保管は避けてください。

　５.溶剤形の製品を取り扱う場合は、特に火気に注意し消防法及び労働安全衛生法等を厳守してください。

　６.施工時は換気を十分に行ってください。

　７.希釈の必要な製品は指定の希釈材を使用し適切な量、適切な方法で均一に薄めてください。

　８.施工場所の気温が５℃以下、湿度が８５％以上又は結露の発生が考えられる場合は、塗膜の乾燥過程で種々の欠陥を生ずることがありますので、施工しないでください。

　９.各種標準施工仕様に記載の所要量及び間隔時間を守って施工してください。

１０.施工直後の降雨、結露等により塗膜の膨れ、剥離、白化等の不具合を生じる場合があります。降雨、結露、降雪のおそれ、または強風のおそれがある場合は施工しないでください。

１１.磁器タイル洗浄用の酸が表面に付着すると、変色したり溶解します。磁器タイルの洗浄用の酸が塗装面に付着する可能性がある場合は、必ず塗装面のマスキングを行ってください。

１２.軽量モルタル、ＡＬＣパネル、高断熱型窯業系サイディング及び発泡ウレタンなどに施工する場合は、蓄熱したり、水の影響や、下地の状態、塗装時の環境など条件により、塗膜の膨れ、はがれ

などが生じることがあります。　　

１３.被塗物の形状、膜厚、色目、塗回数、希釈率により、つやが異なって見える場合があります。また、刷毛、ローラー塗装時の塗継ぎ箇所で艶むらを生じやすい傾向にあります。試し塗りの上、

本施工してください。

１４.外部に施工の場合、彩度の高い色は退色、色むらが早期におこる場合があります。また濃色や原色に近い色彩は、塗膜をこすると色落ちや色移りすることがあります。

１５.改修、改装工事の場合は、最寄の弊社営業所等にご相談ください。

１６.希釈した製品は、長期間保管後使用しないでください。

１７.製品の取り扱いについての一般的な注意事項の詳細はＳＤＳ（安全データシート、旧ＭＳＤＳ）を参照してください。

vol.3 18.6●このパンフレットは 2018 年 6月の情報により作成しております。 ●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。


